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消防署見学の　注意
しょうぼうしょけんがく ちゅうい

名前
なまえ

聞くめあて 「約束」と「しつもんの　準備」を、番号をつけてメモしましょ
き やくそく じゅんび ばんごう

う。
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消防署見学の　注意 小3　No.11｜お知らせ｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

あさっての　消防署見学に　ついて、注意を　話します。

まず、消防署は、火事や　きゅうびょうの　人を　助ける、大切な　仕事を　して　い

る　場所です。見学中に　出動の　ベルが　鳴ったら、すぐに　見学を　止めて、しずか

に　かべぎわに　よります。

次に、消防車や　道具には、かってに　さわりません。しゃしんを　とる　ときも、か

ならず　係の人に　聞いてから　とります。

そして、聞きたい　ことを、一人　一つ　考えて　きましょう。「一番　大変な　ことは　

何ですか」など、仕事の　くふうが　わかる　しつもんが　よいです。

メモ用紙を　わすれずに　持って　きましょう。

めものれい

①ベル鳴ったら　見学止め・かべぎわ

②道具さわらない／写真は係の人に聞く

③しつもん　一人一つ（くふうがわかるもの）

④メモ用紙

こたえと かいせつ

（1）ア

「すぐに　見学を　止めて、しずかに　かべぎわに　よります」と　言って　

いました。

（2）ア

「かならず　係の人に　聞いてから　とります」の　部分です。道具にも　か

ってに　さわりません。

（3）一つ

「聞きたい　ことを、一人　一つ　考えて　きましょう」と　言って　いまし

た。

（4）メモ用紙

「メモ用紙を　わすれずに　持って　きましょう」の　部分です。
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